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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、自然免疫応答の補体系に関与するGタンパク質共役受容体1ファミリーのメンバーをコードしています。従来のGタンパク質共役受容体とは異なり、コードされているタンパク質は細胞内Gタンパク質と会合しません。代わりに、βアレスチン経路を介したシグナル伝達を調節するか、あるいはデコイ受容体として作用する可能性があります。この遺伝子は、冠動脈疾患および敗血症の病因に関与している可能性があります。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	C5AR2マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	C5AR2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Molt4 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	C5AR2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した RAW24.7 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	C5AR2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HL-60 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	C5AR2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト膀胱癌組織の免疫組織化学分析。

